
２−８ 楽曲の組み立て方
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シンセアレンジの流れ
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■① まずは８小節のパターンを作る

シンセアレンジ、とくにハウスなど４つ打ち音楽は、８小節パターンの繰り返しで構

成されていることが多い。したがって、まずは基本となる８小節のパターンを作り、

それをループしながら楽曲を展開させていこう。最初に楽曲の根幹部分である、リ

ズム、ベース、プラックの３点で土台をつくり、次にパッドやシーケンシャルなどで

演出、最後にメロディを乗せるという流れで作るとよい。

■②全体の構成を決める

前項の８小節のアレンジを元に全体の構成を決めていく。イントロからアウトロに

かけてトラックを抜き差ししながら各パートを配置。緩急をつけながら楽曲を構成

していこう。



① まずは８小節のパターンを作る

① ドラムパートを作成

② ベースパートを作成

③ プラックパートを作成

④ 演出パートを作成

⑤ メロディパートを作成
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はじめに、基本となるリズムパターンを作る

キックとの絡みを重視して
より強いグルーヴ感を作り出そう

ドラム＆ベースが作り出したグルーヴに
マッチしたリズムで作成

リードとプラックどちらを使うのか
曲調に合わせて選択

パッドとシーケンシャルを駆使して
空気感と絢爛さの演出を
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②全体の構成を決める
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ロングミックスを意識したアレンジ
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クラブでは、DJがいくつもの曲を切れ目なくつなぎながら再生していく。これを「ミッ

クス」という。（ミックスダウンとは異なる意味なので注意。）

ミックスには様々な手法があるが、中でも、先行する楽曲と後続の楽曲が同時に

再生されている時間が長いミックス手法を「ロングミックス」といって、前後の楽曲

を滑らかにつなげたい場合には必須のテクニック。

ロングミックスを実現するためには、後続の曲は長めのイントロを持っている必要

があり、イントロが１分以上に及ぶことも珍しくない。

そのため、ロングミックスを想定して、長めのイントロを作っておくとよりクラブらし

いアレンジになることを覚えておこう。



ロングミックスを意識したアレンジ構築

前の曲

後続の曲

２曲がミックスされている部分

数小節〜数十小節の間ミックスされるため、長めのイントロを作っておこう
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楽曲を盛り上げるテクニック
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① SE（効果音）の活用

② リズムの縮小

③ フィルターによる低音コントロール



① SE（効果音）の活用
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楽曲の盛り上がりを顕著にすべく、SE素材を利用してメリハリ出そう。以下の２種
類が代表的。

■ ライザー系SE
その名の通り、音が上昇するようなサウンドを持つSE。音程の上昇に伴い、楽曲
のテンションが上がっていくように聞かせることができる。各セクションが開始する

２小節〜８小節前から配置し、盛り上がりを演出しよう。

■ ヒット系SE
オケヒット等に代表されるインパクトのあるSE。各セクションの頭に配置することで、
そのセクションをド派手に飾ることができる。ライザーで盛り上げた後に使用する

と、より強いインパクトを演出できて効果的。



① SE（効果音）の活用
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■ SEを組み込んだアレンジ例



② リズムの縮小

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO

８小節でループするアレンジを、４小節単位、２小節単位など徐々に短いスパンで

ループさせることによって、強い緊張感と盛り上がりを演出するテクニック。

元々は「ビートジャグリング」と呼ばれる、再生中のレコードを任意の場所に巻き

戻すことで実現していた高等テクニックだが、近年はCDJなどのデジタルDJ機器

の登場や、DAWによる波形編集を用いて簡単に実現可能となった。

８小節→４小節→２小節→１小節→２拍→１拍といった具合に、徐々に半分の長さ

になるようエディットすることで簡単に組み込むことができる。



② リズムの縮小
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■ リズムの縮小を使ったアレンジ例



リズムの縮小と楽曲のテンション
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徐々に短くしていく

楽曲のテンション
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③ フィルターによる低音コントロール
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４つ打ち系音楽において、内蔵を揺さぶるようなパワフルな低音はフロアの盛り上

がりを左右する重要な要素。その低音を敢えてカットすることで、聴衆に健全なフ

ラストレーションを与えることができる。

低音をカットすることで、リスナーは低音を強く欲する状況となり、再び低音が復

活した際に大きな盛り上がりへとつながっていく。

本来は、DJが現場でリアルタイムに行うものだが、アレンジの一環としてDAW上
で仕込んでおくことも可能。



③ フィルターによる低音コントロール
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■ フィルターによる低音コントロール例


